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研究背景と目的 

タッピングタッチとは、子どもから大人まで誰でも行うことができ、心と体の疲れが取れ

る癒しの手法である(中川,2004)。方や背中を左右交互に軽くタッチすることを基本とし、

指の腹で触れるため、ソフトで心地よいタッチである。心身のリラクゼーションだけでな

く、相手との需要的な関係性が形成されることを確かめた、タッピングタッチによる相互

ケアの研究では、「心身のリラクゼーション」と、「受容的な関係性の形成」の効果が期待

できる相互ケアの手法であると示唆されている(石田他,2021)。タッピングタッチの実施に

おいてケアする側にも効果があるのかを検討した研究では、ケアするのみ、されるのみの

場合でも同程度に「信頼感」は上がるが、相互にタッピングタッチを実施した方が、効果

が高まることが明らかになっている(福井,2016)。タッチングの特徴として、タッチされる

側だけではなく、タッチする側の不安やストレスが癒やされることが明らかになっている

(Yamaguchi ＆ Akiyoshi,2016)。  

様々な触れるケアの中でもタッピングタッチを ASD の児童と母親に実施した研究はこれ

までにない。そこで本研究の目的は、自閉スペクトラム症児(以降：ASD)とその母親に対し

タッチの中でも「タッピングタッチ」の実施を行い ASD 児童の心理的・生理的変化、及び

母親の育児不安やストレスに及ぼす影響について明らかにすることである。 

 仮説としては、自閉スペクトラム症児(以降：ASD)とその母親に対しタッチの中でも「タッ

ピングタッチ」の実施を行い、①心理的効果として、情緒の安定、対人関係の変化が可能にな

る。生理的効果としては、触覚過敏性が軽減し、活動量が増加する。 

②タッピングタッチの実施により、育児不安・ストレスが軽減が期待される。③タッピングタッチ実施

により、母子間の非言語的コミュニケーションツールとなり、親子関係が向上する。上記の 3 つを仮

説とし、タッチの効果について検討する。 

方法 

本研究は、桜美林大学研究活動倫理委員会から承認を得た(承認番号：21059)。 

本実験で用いた手技は、2 人 1 組で行うタッピングタッチ(以降：TT)と、1 人で行うセル

フタッピング(以降：ST)の 2 つであった。 

本研究に用いる ST/TT の創始者である中川一郎に対し、実験の概要の説明を行い、ST/TT

を研究に用いることについては同意を得た。 

実験参加者は、合計で 30 組であった。母親の平均年齢は、42.80 歳(SD=4.54)であった。

児童の平均年齢は、8.93 歳(SD=2.65)であった。性別は男児 28 名、女児が 2 名だった。対

象者の全ての児童が ASD の診断を受けていた。 

実験期間中は、介入を行わない期間前・後、ST/TT 実施後に Google Forms を用いて質問

調査を実施した。使用した尺度は、「フェイスシート」、「日本版感覚プロファイル 短縮版

(SSP)、「POMS2(Profile of Mood States 2nd Edition)短縮版」、「育児ストレス尺度

(Childcare Stress Scale)短縮版」、「視覚的アナログスケール VAS(Visual Analogue Scale)」

についての調査を実施した。 

ST/TT 実施期間中は、YouTube の限定公開設定を用いた動画の URL より、動画を視聴し

ながら各家庭で実施した。実施後は Google Forms を用いて母親と ASD 児それぞれの ST/TT

実施の記録を母親が入力した。 
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結果・考察 

 本研究では、自閉スペクトラム症児(ASD)とその母親に対し、タッチの中でも「タッピン

グタッチ」の実施を行い ASD 児童の心理的・生理的変化、及び母親の育児不安やストレス

に及ぼす影響について明らかにしてきた。その結果、ASD 児童は VAS において、ST/TT 実施

後、児童の印象は、緊張感・不安が軽減し、落ち着いていた。そして、嬉しそう、楽しそ

うといった気分状態が向上していた。一方で、SSP 短縮版において有意差が見られなかっ

た。これは、SSP における質問の回答者が ASD 本人ではなく、母親であったことから、ASD

児本人の特性変化に対する気づきに限界があったことが考えられる。一方で、自由記述か

らは、「児童の落ち着き」、「自ら触れてくる」、「大人しくなる」といった記述が見られたと

いった行動改善が窺え、心理的効果としての情緒の安定、ステレオタイプの行動減少が示

唆された。 

 母親に関しては、POMS2 において、母親のネガティブ感情の低下、緊張・不安の軽減、

活気・活力が向上したことが明らかになった。DDPSI においては、「将来・自立への不安」

を低下させる効果があることが明らかになった。VAS や自由記述においては、ST/TT 実施後

は緊張・不安の軽減や自責の気持ち・落ち込みの低下が回答結果から窺えた。また、子ど

もの気持ちをより理解することや、子どもと関われて嬉しい・楽しい、スキンシップが増

えたといったポジティブな回答結果が得られた。今回の研究では、ST/TT の介入前や初期

の頃は、児童の反応の乏しさや不確実性を感じ、児童からの肯定的な反応を得ることに困

難を感じている様子が。統計の結果や自由記述から感じられた。しかし、ST/TT の介入が

進むことで、児童と触れ合う時間が確保されることで、親子間での言語的・非言語的コミュ

ニケーションを行うことにつながり、母親の児童に対する理解が深まったことが窺えた。 

今後の展望 

 今回行った ST/TT の介入において、ASD 児童の情緒や行動の改善、母親の育児不安や

ストレスに対して改善が見られた一方で、苦手な部位や興奮してしまうという報告が見ら

れた。高田・長江(2012)や越野(2010)は、触れる相手に向き合い親子の情緒的絆を深める

ためには子どもが心地よい身体的体験を共有する環境が重要であると述べている。今後、

ASD 児童に対して ST/TT を実施する際には、事前に苦手な部位や抵抗が少ない部位を選

び、親子同士が負担の少ないタッピングを実施することが、抵抗の少ないタッチケアにつ

ながると考える。 

 母親に関しては、ST/TT の実施により効果を感じ気分の変化や、ストレス・不安の軽減

が窺えた一方で、ST/TT の介入前や初期の頃は、児童の反応の乏しさや不確実性を感じ、

児童からの肯定的な反応を得ることに困難を感じている様子が伺えた。大森(2009)よると、

母親が期待する効果が見出せないことで負担感が増すことや、過大な期待を持つことで子

どもの小さな変化が見落とされている可能性があると述べられている。そのため、子ども

の小さな変化を援助者が母親に伝えること、母親の気づきをタッチケアの効果として評価

するといった介入を行い、母親の気づきを支えることが重要であると述べていた。このこ

とから、今後母子間でのタッチケアを行う際には、母親自身がタッチケアを通して、児童

に対する小さな変化に気づき、肯定的な関わりが生まれるような援助者の助言や振り返り

を設けることが、より良い親子の絆や触れ合いにつながると感じる。 

人事評価は人を動かすための究極のマネジメント手段だと言われる。人事評価は、従業員
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